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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調で推移しており、海外経済についても一部

に緩慢さを残しつつも、先進国を中心に回復しております。先行きについても、緩やかな回復基調の継続が期待さ

れる一方で、国内需要については減少傾向となっており、また中国経済をはじめとした海外景気の下振れが、国内

景気を下押しするリスクもあり、依然として予断を許さない状況にあります。

また当社グループの主要取引先である自動車業界においても、メーカーの国内生産台数は、停滞が続いたことで、

当社グループを取り巻く経営環境は厳しさを増しております。

このような状況のもと当社グループにおいては、前年同四半期に比べ連結子会社が増加したことで、売上高は増

加したものの、受注面での苦戦による影響が大きく、利益面ではやや低調な推移となっており、受注の確保やコス

ト削減等による改善に努めております。

その結果、当第１四半期の連結業績は、売上高は2,075百万円（前年同四半期比58.4％増）、営業利益は67百万円

（前年同四半期比30.0％減）、経常利益は78百万円（前年同四半期比22.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は69百万円（前年同四半期比27.7％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（金属製品事業）

主要取引先である自動車業界において、国内生産台数が停滞したことで、受注は減少傾向で推移し、前年同四半

期に比べ、連結子会社の増加による増収はあったものの、利益面では厳しい状況となり、売上高は1,635百万円（前

年同四半期比94.6％増）、営業利益は76百万円（前年同四半期比22.4％減）となりました。

（電線・ケーブル事業）

引き続き既存取引先の在庫調整等による受注の低迷により、厳しい状況が続いており、売上高は378百万円（前年

同四半期比6.9%減）、営業利益は7百万円（前年同四半期比23.9%減）となりました。

（不動産事業）

保有不動産について、随時メンテナンス等にも注力することで、安定した稼働率の確保に努めており、売上高は

58百万円（前年同四半期比2.7％減）、営業利益は31百万円（前年同四半期比6.9%減）となりました。

（その他）

その他事業については、主として売電事業から構成されておりますが、ソーラーパネルの設置については、保有

不動産の有効活用目的に限定し、リスクの低減を図っており、売上高は3百万円（前年同四半期比0.6%減）、営業損

失は0.08百万円（前年同四半期は営業損失0.2百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.2％増加し、5,818百万円となりました。これは、棚卸資産が152百万円

増加し、現金及び預金79百万円、未収入金56百万円がそれぞれ減少したこと等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.3％減少し、7,936百万円となりました。これは、機械装置87百万円、

工具器具及び備品85百万円がそれぞれ増加し、投資有価証券133百万円、子会社株式73百万円がそれぞれ減少したこ

と等によるものであります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.2％増加し、2,629百万円となりました。これは、支払手形及び買掛金

が110百万円増加し、未払金が51百万円減少したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.7％減少し、1,885百万円となりました。これは、長期借入金が34百万

円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて0.4％減少し、9,240百万円となりました。これは、利益剰余金が88百万円

増加し、資本剰余金が139百万円減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、「平成27年3月期 決算短信」で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通

期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第１四半期連結会計期間より、非連結子会社でありましたLadvik (Thailand) Co.,Ltd.は重要性が増したため、

連結の範囲に含めており、連結子会社でありました株式会社Y'sアセットマネジメントは重要性が低下したため、連

結の範囲から除外しております。

Ladvik (Thailand) Co.,Ltd.の決算日は12月31日であり、連結決算日との差は３ヶ月以内であるため、当第１四

半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の作成にあたっては、当該子会社の平成27年３月31日現在の四半期財務諸

表を使用しております。

なお、四半期連結決算日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13

日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による

差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変

更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映さ

せる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させ

るため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替

えを行っております。

なお、当第１四半期連結累計期間における四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,786,414 1,706,590

受取手形及び売掛金 2,401,482 2,407,498

有価証券 15,459 15,460

商品及び製品 489,793 581,893

仕掛品 271,287 316,879

原材料及び貯蔵品 360,353 375,189

その他 484,660 415,294

貸倒引当金 △2,101 △148

流動資産合計 5,807,350 5,818,658

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,537,977 1,541,346

土地 4,628,728 4,631,014

その他（純額） 852,980 1,029,078

有形固定資産合計 7,019,686 7,201,438

無形固定資産

のれん 97,855 95,302

その他 59,373 57,858

無形固定資産合計 157,228 153,161

投資その他の資産

破産更生債権等 1,155,223 1,155,223

その他 813,292 611,123

貸倒引当金 △1,187,150 △1,184,668

投資その他の資産合計 781,365 581,678

固定資産合計 7,958,280 7,936,277

資産合計 13,765,630 13,754,936

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 838,615 949,363

短期借入金 1,168,796 1,142,332

未払法人税等 8,529 4,807

賞与引当金 69,350 94,917

環境対策引当金 - 4,709

その他 486,634 433,047

流動負債合計 2,571,925 2,629,178

固定負債

長期借入金 446,660 411,666

役員退職慰労引当金 17,820 18,540

環境対策引当金 26,117 -

退職給付に係る負債 350,910 367,097

その他 1,077,017 1,088,063

固定負債合計 1,918,525 1,885,367

負債合計 4,490,450 4,514,545
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 90,000 90,000

資本剰余金 6,553,308 6,414,158

利益剰余金 1,328,148 1,416,327

自己株式 △131,729 △131,729

株主資本合計 7,839,727 7,788,756

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,895 7,478

土地再評価差額金 1,422,557 1,422,557

為替換算調整勘定 - 21,598

その他の包括利益累計額合計 1,435,452 1,451,634

純資産合計 9,275,180 9,240,390

負債純資産合計 13,765,630 13,754,936

決算短信 （宝印刷）  2015年08月05日 15時35分 8ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社ヤマシナ(5955) 平成28年３月期 第１四半期決算短信

7

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 1,310,456 2,075,646

売上原価 1,038,730 1,683,948

売上総利益 271,726 391,698

販売費及び一般管理費 175,370 324,259

営業利益 96,355 67,438

営業外収益

受取利息 773 1,358

受取配当金 192 352

助成金収入 - 10,030

貸倒引当金戻入額 4,151 2,481

その他 3,538 4,499

営業外収益合計 8,655 18,723

営業外費用

支払利息 2,549 3,917

為替差損 683 2,407

その他 680 1,675

営業外費用合計 3,913 8,000

経常利益 101,097 78,161

特別利益

保険解約返戻金 2,134 -

環境対策引当金戻入額 1,592 -

特別利益合計 3,727 -

特別損失

固定資産売却損 - 1,391

固定資産除却損 1,633 1,530

特別損失合計 1,633 2,922

税金等調整前四半期純利益 103,191 75,239

法人税、住民税及び事業税 6,822 5,584

法人税等合計 6,822 5,584

四半期純利益 96,368 69,654

親会社株主に帰属する四半期純利益 96,368 69,654
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 96,368 69,654

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,307 △5,416

為替換算調整勘定 - 1,882

その他の包括利益合計 1,307 △3,534

四半期包括利益 97,675 66,120

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 97,675 66,120

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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